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　明治時代。それは異国の文化が日本に流入

し、社会の様々ものが変化した時代だった。

そのような状況下で、夏目漱石、森鴎外、坪

内逍遥、二葉亭四迷などの数多くの文豪たち

が誕生した。その中でも、一際異彩を放つ人

物がいる。その人物の名前は泉鏡花という。

彼は妖怪が好きで、超が付くほどの潔癖症だ。

そして、彼の作品は人を惹きつける色彩と美

しさが存在する。本書は彼の魅⼒がたくさん詰まった７作品が収録されている。

　泉鏡花の描く作品は劇のように物語が展開されていく。『義血侠血』は、弁護士を目指していたが家の事

情で馬丁になった村越欽弥と見世物小屋で「滝の白糸」として出ていた水島友の悲劇のストーリーである。

だが、はじめから悲劇的な要素は一切感じられない。（あなたは人⼒車と馬車のスピード比べの対決から、

村越欣也と水島友の悲劇の物語を予測出来るか。）ここに、泉鏡花のテクニックが隠されている。彼は決して、

読者に後々起こる展開を予想させない。だから、登場人物たちに何が起こるか読者はわからない。場面はめ

まぐるしく、感情は色を持ちつつ変化する。会話はこまめに句読点で句切られ、まるで登場人物たちが本当

に命を宿し、呼吸しているかのように感じる。読者は文章という平面世界であるにもかかわらず、泉鏡花の

巧みな表現によって、目の前で劇が行われている錯覚にとらわれる。

　そして、泉鏡花は女を美しく描く。彼の生み出す女たちは、自分の身に起こる不幸にめそめそと泣いてば

かりの軟弱者ではない。好いた男と離されて、幽閉されても、女は泣かずに男と会うことをあきらめなかっ

た。絶対に周囲の人間に知られてはならない自分の秘密を守るために、麻酔をせずに、白い胸をメスで切り

裂かれようとも、女は泣かずに秘密を守り抜いた。何もしなければ、幸福が訪れるにもかかわらず、女は自

らの手を汚し、発狂して、罪人のレッテルを貼られた。愛する人のために、ボロボロになって、人を殺して

金を奪い、愛する人の手で死刑となった。泉鏡花の描く女たちは、芯が強く、愛しい男にはひたすら一途で、

最後は狂って散っていく。その表現には、文字の枠を超えた絵画のような芸術性が存在する。

　泉鏡花は予測できない展開で、美しいものをより美しく、表現する。これらは、私の拙い文章⼒では完璧

に表現することは出来ない。だからこそ、あなたには実際に本書を手に取って読んでもらいたい。きっとあ

なたも泉鏡花の生み出す独創的な世界の虜になる。

講評 審査委員　法学部准教授　　甲斐　朋香

　いわゆるオーソドックスな「書評」とはちょっと違うかも…選評会ではそんな意見も出ました。しかし、

本稿の手練れな文章運びや言葉遣いの巧みさは、今回集まった作品の中でも群を抜いていたように思います。

妖しい魅⼒を放つ泉鏡花の世界へ読者をいざなう⼒を持った作品です。

佳作

水元　姫歌
（人文学部社会学科１年次生）

『外科室・海城発電』
〔請求記号：081/I 6/31-027-12〕

著者：泉　鏡花
出版者：岩波書店
出版年：1991
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注）受賞者の学年は受賞時のものです。　　
書評賞各作品の講評および過去作品は、松山大学図書館ホームページに掲載しています。

　『このタイトルは間違っている！』
　本書を読み終わって、筆者が真っ先
に思った感想である。
　本書は、2012年にブラジルで開催
されたG20＋国連持続可能な開発会議
でのホセ・ムヒカ氏の演説を収録した
ものである。彼の名前を一度くらいは
耳にしたことのある方も多いだろう。
　ホセ氏は、2010年から2015年ま

でウルグアイ大統領として舵を取り、一国の発展に大きく寄与した。自国民からはペペという愛称で親しま
れ、日本では「世界一貧しい大統領」として名が知られていることは本書のタイトルからも明らかだろう。
一体彼のどこが貧しいのか、本書内で明かしてくれることを期待しページをめくった。が、見事に期待を裏
切られた。彼は全く貧しい人間ではなかったのだ。
　彼は、演説を通して豊かさとは何なのかを問いかけてくる。年月の歩みと共に、文明の開化が起こり、格
段に私たちの生活は便利になった。スマホや車がその最たる例だ。そうした文明の利器は、社会を発展させ
ながら、経済的豊かさをも生み出した。しかし、便利さを追求させるあまり本当の意味での豊かさを忘れて
しまっているのではないだろうか。
　「貧乏とは、少ししか持っていないことではなく、限りなく多くを必要とし、もっともっとと欲しがるこ
とである。」
　古代賢人からの言葉を引用し、彼はこう述べた。物で溢れかえった世界で、経済的豊かさにしか価値を見
出さなくなってしまっていることにホセ氏は警鐘を鳴らす。利便性を追求することと、心が豊かであること
は決して等しい関係ではない。ホセ氏自身、給与の大部分を寄付し、小さな家で慎ましく暮らしている。正
に大統領の⽴場ながら「足るを知る」ことを体現しているからこそ、そのメッセージは強烈だ。
　各ページに描かれたユーモラスなイラストは、どれも物事の本質を見失った現代社会を表現している。消
費欲求で溢れた脳内、不景気から逃れようと歯車の上で一心不乱に自転車をこぎ経済を回し続ける人間。可
愛らしいイラストで児童の理解を深める手助けをしている一方、現代社会を痛烈に皮肉っている。そのギャッ
プが、現代社会を作り上げている大人に対し釘をさしているようで、ページをめくるごとにギクッとさせら
れる。活字本では得られない静かな訴えを是非体感してほしい。
　さらに、この本を読み終わった後に彼の演説を映像で視聴することを強く推奨する。児童向けに意訳され
た本書よりも、直訳された字幕はより一層彼の主張をストレートに語りかけてくる。加えて他国のスピーチ
を視聴すると、尚彼のスピーチが一線を画していることが実感できるだろう。彼の表情や会場の雰囲気から
彼が訴えるものを感じ取ってほしい。『世界一心が豊かな大統領』による名スピーチは、目には見えない大
切な何かに気づかせてくれるはずだ。

講評 審査委員　法学部准教授　　甲斐　朋香

　元ウルグアイ大統領ホセ・ムヒカ氏のスピーチは、経済的豊かさを追求するがゆえに疲弊する現代社会に
一石を投じるものとして話題を呼びました。そのスピーチに触れた感動を、作者は素直で平易なことばで書
き表しています。同じスピーチを、文字情報としてだけでなく、映像（と、「児童向けに意訳された本書よりも」

「一層彼の主張をストレートに語りかけてくる」字幕）でも味わってみてほしい、と薦めているところも好
印象でした。一冊の本をじっくりと味わうには、時にはこんなふうに「感動の成分表」を客観的に分析しな
がら読むのも良いものです。

佳作

でウルグアイ大統領として舵を取り、一国の発展に大きく寄与した。自国民からはペペという愛称で親しま

山本 麻代
（人文学部社会学科２年次生）
『世界でいちばん貧しい
大統領のスピーチ』

〔請求記号：519/Mu〕

著者：くさばよしみ
出版者：汐文社
出版年：2014
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第19回松山大学図書館書評賞応募要項
1　応募資格
　　本学学生（松山大学 及び 松山短期大学学生）、ただし大学院生は除く。
2　書評対象図書
　　松山大学図書館所蔵の図書であること。
3　応募要領
　　 • 図書1冊につき800字以上1,200字以内とする。
　　 • 原則として、ワープロ原稿に限る。マイクロソフト社のWord等を使用すること。
　　 • 応募件数は、2篇以上も可（但し受賞は一人1篇とする）。
　　 • 応募作品は、未発表かつオリジナルなものに限る。
　　 • 応募後の書評の使用権は、松山大学に帰属する。
4　応募期間
　　2019年8月20日（火）～ 2019年10月7日（月）午後5時(時間厳守)
5　応募方法・提出先
　�　学内ポータルの図書館及び図書館ホームページの「書評賞応募用紙」（所定の様式）（Word）を使用し、

E-mailに添付し送付する。
　　⑴　メールの件名に「書評賞応募　学籍番号　氏名」を記入する。
　　⑵　宛先：mu-libs@matsuyama-u.jp
6　表彰
　　最優秀書評賞　1篇　表彰状及び副賞（図書カード2万円）
　　優 秀 書 評 賞　2篇　表彰状及び副賞（図書カード1万円）
　　佳　　　　作　5篇　表彰状及び副賞（図書カード5千円）
7　入選発表
　　2019年12月2日（月）午前10時
　　図書館内、図書館ホームページ及び学内ポータル掲示板にて発表する。
8　書評について
　　読書感想文ではなく、書評＝「書物の内容を紹介・批評すること」であること。
9　公開
　　「図書館ホームページ」及び「松山大学図書館報」に入選作品と講評を掲載する。

編集後記
　書評賞は、学⽣に図書館利⽤を活発にしてもらい、読解⼒および表現⼒の向上を願って設けられている。しか
しながら応募総数が年々減少の傾向にある。書評についてあまりよく知らない学⽣が多いのではないだろうか？
図書館では書評賞募集に先⽴ち、「書評の書き⽅教室」を開催している。興味がある⽅はぜひ参加してほしい。そ
して次回はより多くの学⽣が応募し、素晴らしい書評が出てくることを願っている。


